
  

  

 

 

 

朝夕は肌寒さを感じるようになりましたが、皆様い

かがお過ごしでしょうか。 

10 月 1、2 日に行われました対早稲田大学戦では 2

連敗を喫しましたが、10 月 8 日から 10 日にかけて行

われた対立教大学戦では勝ち点奪取には至らなかっ

たものの、8 日に今季リーグ戦初勝利を収めることが

できました。 

今週末は、東大は空き週となりますが、今季最終カ

ードとなる対法政大学戦に向け、より一層練習に励ん

で参ります。 

最後まで温かいご声援のほどよろしくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

〈平成 28 年度 秋季リーグ戦〉＠明治神宮野球場 

10 月 15 日 明大 11:00 早大 立大 13:30 慶大 

16 日 慶大 11:00 立大 早大 13:30 明大 

22 日 立大 11:00 明大 東大 13:30 法大 

23 日 法大 11:00 東大 明大 13:30 立大  

 

 

 

今回の特集では、秋季リーグ戦をもって卒部する 4

年生との思い出や印象に残っていることについて3年

生に聞きました。 

 

熊田 晋悟（3年・捕手・岐阜） 

4 年生の先輩方には一人一人に様々な思い出があり

ますが、特に一緒に練習する時間が長かったキャッチ  

 

 

ャーやピッチャーの先輩に関する思い出は印象的で

す。僕が初めてオープン戦に出た時は守成さん(福田

守成・学生コーチ・時習館)とバッテリーを組ませても

らったのですが、相手打線をうまく抑えられず試合後

に守成さんにリードに関してじっくり指導していた

だいたことは今も糧になっています。また僕は入部当

初、キャッチングが苦手でピッチャーの先輩から注意

されることもあったのですが、喜入さん(捕手・修猷

館)や下雅意さん(外野手・甲陽学院)の丁寧なご指導

もあって、いつしか俊さん(山本俊・投手・西春)や三

木さん(投手・県多摩)にキャッチングを褒めていただ

けるようになったことはとても嬉しかったです。 

 

 

 

(左上)喜入捕手、(右上)下雅意外野手、(下)熊田捕手 

 

ごあいさつ 

今後の日程 

今回の特集 
「4 年生との思い出 

パート 2」 
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宮崎 陽輔（3年・内野手・国立） 

4 年生の先輩方とは高校野球よりも長い期間、一緒 

に練習してきたということもあり、目前に迫ってい

る引退に早くも寂しさを感じています。特に高校の

同期でもある壁矢(内野手・国立)には思うところが

多いです。大学に入ってその変人っぷりに更なる磨

きをかけている彼ですが、勝利への執念は人一倍。

持ち前の分析力を生かして東大野球部の盗塁を支え

る、影のキーマンとも言えるのではないでしょう

か。今シーズンも残り僅かですが、何においても僕

の前を走り続ける彼の勇姿をしっかりと目に焼き付

けておこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

(左)壁矢内野手、(右)宮崎内野手 

 

水島 拓郎（3年・内野手・洛星） 

 僕は、主将である山本克志さん(内野手・聖光学

院)について書きます。 

 克志さんは、チームで一番ストイックで、文武両

道を体現されている方だと思います。僕が 1年生の

頃、授業が終わり球場に戻るといつも克志さんが練

習をしていました。自分ももっと練習しなくてはい

けない、と思ったのを覚えています。また、克志さ

んは同じ学科の先輩でもあるのですが、成績が良す

ぎるのでどの授業が難しいかを聞いても、簡単だ

よ、という答えしか得られず参考にならないくらい

でした。

 次の法大戦は 4年生と一緒に戦える最後の試合で

す。悔いのないように戦います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左)山本克志内野手、(右)水島内野手 

 

齋藤 柊馬（3年・外野手・桐朋） 

 4 年生の方との思い出は数多くありますが、外野手

の先輩方と接する機会がとても多く、中でも朗士さ

ん(田中朗士・外野手・熊本)と守成さんにはとても

お世話になりました。 

外野手長である朗士さんには捕球やスローイング

のノウハウ、その他様々な技術的指導をして頂き、

自分も朗士さんの技術を盗むつもりでその背中を追

い続けてきました。 

守成さんには外野手担当の学生コーチとして、数

え切れないほど沢山の外野ノックを打ってもらいま

した。2年生の冬の時期、午後の自主練の時間には毎

日のようにノックをお願いしていたような気がしま

す。全体練習中のバッティングピッチャーなどで疲

れているであろうにもかかわらず、守成さんは嫌な

顔一つせずノックを打ってくださいました。 

自分にはまだ、外野守備でリーグ戦に出場した経

験がありません。先輩方から教わったことを身に付

けて神宮の外野に立った時、初めてお二人の恩に報

いることができるのではないかと思います。来るべ



きその時のため、もう少しだけご指導をよろしくお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左上)田中外野手、(右上)福田学生コーチ、 

(下)齋藤外野手 

 

田宮 克真（3年・学生コーチ・東農大一） 

 学生コーチとしてチームに関わる自分に、4年生の

先輩方は温かく接してくれました。3年生の自分の言

葉にも熱心に耳を傾け、積極的に意見を交わしてく

ださったり、分析や練習の手伝いを進んで行ったり

する姿に、チームの勝利に対する強い思いをいつも

感じていました。そんな 4年生と一緒に過ごせるの

もあとわずかです。最後に笑って 4年生を送り出せ

るように、全力でサポートしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左)田宮学生コーチ、(右)4 年学生コーチ陣 

 

 

今回の特集はいかがでしたでしょうか。 

次の試合は 10 月 22 日(土)の第 2 試合、対法政大学

戦です。また、このカードが秋季リーグ戦の最終カー

ドとなります。ぜひ皆様お誘いあわせの上、神宮球場

にお越しください。 
次回は「秋季リーグ戦を振り返って」というテー

マで、秋季リーグ戦を振り返っての思いや今後の意

気込みを語ってもらいます。どうぞお楽しみに！ 

今後とも東大野球部をよろしくお願い致します。 

 

 

 

編集後記 


